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（水道局 水道総務課） 

【議案第１１６号】 

令和８年度千葉市水道事業会計補正予算（第１号） 

【市有施設電力調達】 

 

 

１ 補正理由 

令和８年度に、清掃工場における余剰電力の市有施設への自己託送や、再エネ電力を調

達すること等により、基本的に全ての市有施設の電力消費に伴うＣＯ２排出実質ゼロを達

成した。これを令和９年度も継続するためには、自己託送及び再エネ電力調達の準備期間

が必要であり、１１月末までに小売電気事業者を決定しなければならないことから、債務

負担行為を設定するものである。 

   

２ 補正予算額 

債務負担行為限度額  ３７，０３８千円 

期  間       令和９年度 

 

３ 事業概要 

令和９年度に市有施設で使用する電力について、自己託送や再エネ電力等により調達する。 

（１）自己託送 

ア 事業内容 清掃工場における余剰電力を水道事業施設に供給する。 

イ 対象施設 ５施設 

（平川浄水場、大木戸浄水場、更科浄水場、大野台送水ポンプ場、高根給水場） 

（２）再エネ電力 

ア 事業内容 水道事業施設の使用電力について、自己託送で不足する電力を再エネ電力

で調達する。 

イ 対象施設 ７施設  

（自己託送対象施設５施設、土気浄水場、ちばリサーチパーク浄水場） 

※ 浄水場外の井戸及び計量施設は対象外 

 

４ 市全体のスケジュール 

令和８年１０月  再エネ電力入札公告（ＷＴＯ） 

      １１月  事業者決定 

  令和９年 ４月  電力供給・自己託送開始 

  

補正予算書 Ｐ５３、５４ 
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【補足資料】 

１ 市全体の債務負担行為限度額 

※ 債務負担行為を設定し、令和８年度中に一括で契約手続きを行う施設。 

 

２ 市有施設全体の電力構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※電力構成は、令和８年度と同様。 

 

【参考】財政効果シミュレーション 

 

 

 

 

 債務負担行為限度額（千円） 
再エネ電力（内自己託送） 

対象施設数 
施設名 

一般会計 １，８９７，４０７ ５６９（３９５） 本庁舎他 

動物公園事業特別会計 ３２，２２８ １（１） 動物公園 

水道事業会計 ３７，０３８ ７（５） 平川浄水場他 

病院事業会計 ３８１，４６６ ４（４） 青葉病院他 

合計 ２，３４８，１３９ ５８１※（４０５） ― 


